
 

栃木県社会貢献活動促進懇談会設置要綱 

 

 （設置） 

第１条 ボランティアやＮＰＯの活動など、県民が行う社会貢献活動を促進するにあた

り、県の行う社会貢献活動の促進施策及び社会貢献活動の拠点として県が設置する「と

ちぎボランティアＮＰＯセンター」（以下「センター」という。）の運営等について広

く意見を聴くため、栃木県社会貢献活動促進懇談会（以下「懇談会」という。）を設置

する。 

 

 （組織） 

第２条 懇談会は委員２０名以内をもって組織する。 

２ 委員は次に掲げる者のうちから知事が委嘱する。 

(1) 学識経験のある者 

(2) 社会貢献活動の実践者 

(3) 社会貢献活動関係機関・団体 

(4) 公募による委員 

(5) その他知事が必要と認める者 

３ 委員の公募に必要な事項は別に定める。 

４ 委員の任期は３年とし、補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。 

５ 委員の再任は妨げない。 

 

 （会長及び副会長） 

第３条 懇談会に会長１名及び副会長１名を置く。 

２ 会長は、委員の互選により選出し、会務を総理する。 

３ 副会長は、あらかじめ会長が委員の中から指名し、会長に事故あるとき又は欠けたと

きは、その職務を代理する。 

 

 （所掌事項） 

第４条 懇談会の所掌事項は、次のとおりとする。 

(1) 県が行う社会貢献活動関連事業に関する事項 

(2) センターの運営に関する事項 

(3) その他前２号に関連する事項 

 

 （部会） 

第５条 懇談会は、必要に応じて部会を置くことができる。 

２ 部会が所掌する事項は、懇談会が定める。 

３ 部会に属する委員は、会長が指名する。 

４ 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選により選出する。 

５ 部会長に事故あるときは、部会に属する委員のうちから部会長があらかじめ指名す

る委員がその職務を代理する。 



 

 

 （会議） 

第６条 懇談会又は部会の会議は、会長が招集し、それぞれ会長又は部会長が議長とな

る。 

２ 会長は、必要があると認めるときは、懇談会及び部会に委員以外の者の出席を求めて

意見を聴くことができる。 

３ 会議は、公開とする。 

 

 （庶務） 

第７条 懇談会及び部会の庶務は、栃木県生活文化スポーツ部県民協働推進課において

処理する。 

 

 （その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営等に関し必要な事項は別に定める。 

 

 

   附 則 

 この要綱は、平成１５年３月１８日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１６年３月２２日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１７年３月２５日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１９年１１月３０日から施行する。 

   附 則 

 １ この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

 ２ この要綱の施行の際現に懇談会の委員に委嘱されている者の任期については、な

お従前の例による。 

   附 則 

 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 


